
eE-Former

既製製品を加工したり、オリジナルの図形を作成する機能です。

③　既製製品を加工する

④　オリジナルを作成する

既製製品を任意で加工する方法です。

手順は「既製製品を編集する」で説明して

います。

eE-Formerの使用方法

オリジナルの図形を作成する方法です。

手順は「オリジナルの製品を作成する」で

説明しています。

①　eE-Former画面説明

eE-Former画面の概要を説明します。

②　eE-Former基本操作

eE-Formerの基本操作を説明します。
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閉じる：eE-Formerでの

作業を終了します。

①-1：図形素材：3D図形や仕様、補助線など作図に必要な材料を選択します。

eE-Former

①　eE-Former画面説明

eE-Former画面の概要を説明します。

モードボタン：図形編集モードを切替えます。

メニュー：

図形作成や加工に関する機能です。

2D編集

シンボル名・ファイル名：

シンボル名前を表示します。

シンボルを外部保存した場合はファイル名

が（）内に表示されます。

パース表示調整：

縦で高さ、横で左右の角度を調整します。

視点：

図形を見る方向です。

クリックで画面拡大縮小ができます。

OK：図形をオーセブンCADへ作成します。

キャンセル：作業をやめてオーセブンCADへ戻ります。

①-2：データパレット：選択した図形の詳細情報を表示します。

3D編集 補助線

作業ツール：作業に使用するツール一覧です。
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eE-Former

①-1：図形素材

eE-Formerで図形を作成するための材料が

選択できます。

①-2：データパレット

選択した図形の内容を表示します。

【形状】

基本図形：2D、3D図形の基本形状が表示さ

れます。

製品：登録されている製品が表示されます。

【属性】

クラス：図形に割り当てる仕様が表示されま

す。

線の色：図形の線の色

面の色：図形の面の色

【補助線】

補助線を表示します。

選択図形の名称

選択図形の線・面の色

図形に割り当てられているクラス名

各図形情報

表示される内容は図形によって異なります。

多角形の開閉

多角形の場合図形の開閉を選択できます。
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②　eE-Former基本操作

eE-Formerの基本操作を説明します。

②-１：ファイルメニュー

新規作成や保存などに関する機能です。

②-2：編集メニュー

取り消しや複製などに関する機能です。

②-３：加工メニュー

移動や切欠きなどに関する機能です。

②-４：オブジェクトメニュー

前後関係、グループなどに関する機能です。

②-５：画面メニュー

画面全体表示などに関する機能です。

②-６：３Dメニュー

３D多角形や柱体などに関する機能です。

②-７：矢印ツール

図形選択に使用する機能です。

eE-Former

メニュー：

図形作成や加工に関する機能です。

作業ツール：

作業に使用するツール一覧です。

②-８：パンツール

表示画面の移動に使用する機能です。

②-９：拡大ツール

画面の拡大に使用する機能です。

②-１０：縮小ツール

画面の縮小に使用する機能です。

②-１４：多角形ツール

多角形作成に使用する機能です。

②-１１：正多角形ツール

正多角形作成に使用する機能です。

②-１３：四角形ツール

四角形作成に使用する機能です。

②-１２：手書直線ツール

直線作成に使用する機能です。
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②-１　ファイルメニュー

新規作成や保存などに関する機能です。

ファイル　-　新規作成

新規でデータを作成する時使用します。

ファイル　-　開く

データを開く時使用します。

ファイル　-　保存

データを保存する時使用します。

ファイル　-　別名保存

データを別名で保存する時使用します。

ファイル　-　環境設定

円の分割数と交点スナップの設定が出来ま

す。

ファイル　-　OK

編集が終了し、オーセブンCADに作成した

図形を配置します。

ファイル　-　キャンセル

eE-Formerでの作業をキャンセルします。

②-2：編集メニュー

取り消しや複製などに関する機能です。

編集　-　取り消し

作業を取り消したい時使用します。

編集　-　やり直し

取り消した作業を戻したい時使用します。

eE-Former
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例３）

個数：２

間隔X：０

間隔Y：０

間隔Z：２０００

編集　-　カット

図形を画面に残さず記憶出来ます。ペース

トをすると、カットした図形が出てきます

が、記憶できる図形は１つのみです。

編集　-　コピー

図形を画面に残して記憶出来ます。ペース

トをすると、コピーした図形が出てきます

が、記憶できる図形は１つのみです。

編集　-　ペースト

カット及びコピーした図形を出す時使いま

す。位置はカーソル（矢印）がある場所に

出てきます。

編集　-　ペースト（同位置）

カット及びコピーした図形を出す時使いま

す。位置はカット及びコピーした時と同じ

場所に出てきます。

編集　-　複製

重ねてもう一つ図形を作成します。

編集　-　配列複製

設定した数値分同じ図形を作成します。

例１）

個数：２

間隔X：２０００

間隔Y：０

間隔Z：０

2000

元図形

例２）

個数：２

間隔X：0

間隔Y：2000

間隔Z：０

2
0
0
0

元図形

eE-Former

元図形

2
0
0
0
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編集　-　すべてを選択

画面上のすべての図形を選択します。

編集　-　消去

選択した図形を消去します。

eE-Former

②-3：加工メニュー

移動や切欠きなどに関する機能です。

加工　-　移動

選択した図形をX、Y方向に数値移動しま

す。

前からの視点画面から図形を選択し、Y方

向に移動すると高さを移動させる事にな

ります。

加工　-　モデルを移動

選択した図形をX,Y,Z方向に数値移動しま

す。どの視点で選択してもX,Y,Zの数値で

移動します。

Zはレベル（高さ）です。

Z＋はレベル（高さ）が上がります。

Z－はレベル（高さ）が下がります。
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角度・・・角度入力で回転します。

左９０°・・・左に９０度回転します。

右９０°・・・右に９０度回転します。

加工　-　整列

複数の図形を整列させます。

eE-Former

上に揃えて横整列

真ん中に揃えて横整列

下に揃えて横整列

均等に揃えて横整列

左に揃えて縦整列

真ん中に揃えて縦整列

右に揃えて縦整列

均等に揃えて縦整列

加工　-　回転

選択した図形を回転させます。

回転・・・３回のクリックで回転します。

１回目

２回目

３回目
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加工　-　反転

選択した図形を反転させます。

上下反転・・・上下が反転します。

左右反転・・・左右が反転します。

加工　-　オフセット

補助線にのみ使用できます。

数値分を平行にもう一本補助線が作成され

ます。

加工　-　貼り合わせ

２つの図形を貼り合わせて１つの図形にし

ます。

加工　-　切り欠き

２つの図形の重なりあった部分を削り取り

ます。切り欠き後、図形を動かさないと切

り欠けたか確認は出来ません。

eE-Former
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eE-FormereE-Former

②-４：オブジェクトメニュー

前後関係、グループなどに関する機能です。

オブジェクト　-　前後関係

重なりあった図形の前後関係を変更します。

最前へ・・・選択図形が一番上に表示されます。

前へ・・・選択図形が一つ上に表示されます。

最後へ・・・選択図形が一番下に表示されます。

後ろへ・・・選択図形が一つ下に表示されます。
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eE-Former

オブジェクト　-　グループ

複数の図形をひとまとめにし、選択や移動

が一度に出来ます。

オブジェクト　-　グループ解除

グループにした図形を解除します。

オブジェクト　-　グループに入る

グループにした図形に入ると、グループ図

形のみ表示され編集出来ます。

オブジェクト　-　グループを出る

グループに入った後、元に戻る時使用しま

す。

オブジェクト　-　参照図形登録

参照図形登録すると、同じ名称の参照図形

は複数配置しても同じ１つの図形と認識さ

れ、１つの参照図形を変更すると、同じ名

称の参照図形は全て変更されます。

オブジェクト　-　参照図形解除

参照図形登録したものを解除します。

オブジェクト　

　　　　　　-　オブジェクト名称を変更

オブジェクト名称（eE-Formerで作成し

たデータ名）を変更します。
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eE-Former

②-５：画面メニュー

画面全体表示などに関する機能です。

画面　-　レンダリング表示

パース画面がカラーで表示されます。

画面　-　グリッド設定

グリットの設定が出来ます。

表示・・・グリットが表示されます。

スナップ・・・グリットに図形が吸着します。

画面　-　図形全体表示

すべての図形を画面上に表示します。

画面　-　用紙全体表示

用紙全体を画面上に表示します。

画面　-　画面境界を中央に移動

４つの画面の表示比率を変えた場合に、画

面を初期状態に戻します。

画面　-　ものさし

二点のクリックでその間の長さを計ります。
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６面の３D多角形になる

eE-Former

②-6：3Dメニュー

３D多角形や柱体などに関する機能です。

3D　-　3D多角形に変換

選択した図形を３D多角形に変換します。

柱体

柱体より３D多角形の方がデータは軽く

なります。

3D　-　柱体

選択した図形を柱体に変換します。

柱体３D多角形

高さは初め１回目は入力欄が出ますが、

２回目以降は１回目に入力した高さが自

動的に入ります。

２回目以降の高さ変更方法・・・

データパレットH欄に数値入力します。

3D　-　錐体

選択した図形を錐体に変換します。

柱体３D多角形
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eE-FormereE-Former

②-7：矢印ツール

図形選択に使用する機能です。

②-８：パンツール

表示画面の移動に使用する機能です。

②-９：拡大ツール

画面の拡大に使用する機能です。

②-１０：縮小ツール

画面の縮小に使用する機能です。

②-１１：正多角形ツール

正多角形作成に使用する機能です。

１：頂点の数欄で、頂点数を入力します。

２：１点目をクリックをします。

クリックした点が、正多角形の中心に

なります。

３：２点目をクリックをします。

１回目

２回目

14



eE-FormereE-Former

②-１２：手書直線ツール

直線作成に使用する機能です。

②-１３：四角形ツール

四角形作成に使用する機能です。

②-１４：多角形ツール

多角形作成に使用する機能です。

１：１点目（始点）をクリックします。

２：２点目（終点）をクリックします。

１回目 ２回目

主に平面図の作成に使います。

柱体、錐体にはなりません。３D多角形

になりますが、面を持たないテクスチ

ャーは貼れず、その為レンダリングに

は表示されません。

１：１点目をクリックします。

２：２点目をクリックします。

１回目

２回目

多角形・・・多角形作成に使用する機能です。

２回目

３回目

４回目

１回目
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ダブルライン多角形・・・ダブルラインの多

角形作成に使用する機能です。

２回目

３回目

４回目

１回目

eE-FormereE-Former

１回目 ２回目

３回目
ダブル

１回目クリック点に戻らずに、ダブル

クリックすると図形が完成されます。

１：１点目（始点）をクリックします。

２：２点目～４点目をクリックします。

５回目

３：５点目（終点）は１回目のクリック点をク

リックし図形を閉じ完成します。

２：基準線の位置欄で、基準を選びます。

１：幅欄に数値を入力します。

左 中心 右
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寸法入力多角形・・・

一辺、一辺の寸法を入力しながら多角形を作成す

る機能です。

eE-FormereE-Former

１：1点目（始点）をクリックします。

2：２点目をクリックします。寸法入力欄が表

示されます。

３：寸法入力欄に数値を入力します。

４：Enterキーを押します。一辺が描け、次の

一辺を描く事ができます。

５：次の頂点をクリックすると、寸法入力欄が

表示されます。

６：作業３、４を描きたい頂点分操作します。

７：１点目（始点）のクリックした点をクリッ

クすると図形を閉じ完成します。

２点目

１点目

３点目

４点目

５点目

１回目クリック点に戻らずに、数値欄

の終了をクリックすると図形が終了さ

れます。

１回目 ２回目

３回目

17



寸法入力ダブルライン多角形・・・

一辺、一辺の寸法を入力しながらダブルライン

多角形を作成する機能です。

eE-FormereE-Former

２点目

１点目

３点目

４点目

５点目

１回目 ２回目

３回目
ダブル

１：１点目（始点）をクリックします。

２：基準線の位置欄で、基準を選びます。

１：幅欄に数値を入力します。

左 中心 右

2：２点目をクリックします。寸法入力欄が表

示されます。

３：寸法入力欄に数値を入力します。

４：Enterキーを押します。一辺が描け、次の

一辺を描く事ができます。

５：次の頂点をクリックすると、寸法入力欄が

表示されます。

６：作業３、４を描きたい頂点分操作します。

７：１点目（始点）のクリックした点をクリッ

クすると図形を閉じ完成します。

１回目クリック点に戻らずに、数値欄

の終了をクリックすると図形が終了さ

れます。
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eE-Former

②-15 : 3Dパス図形

直線や曲線に沿って、同一の断面を持つ図形

を作成する機能です。

曲がったポール等の繋ぎ目を綺麗に作ること

が出来ます。

断面になる3D多角形と基準になる補助線か3

D多角形か直線を作成します。

断面になる3D多角形をドラッグして基準に

なる図形の上でCtrlを押したまま離すと、作

成図形の選択の画面が出ます。

「3Dパス図形」をクリックしてOKを押しま

す。

作成例

メニューを使用する場合は対象の図形をすべ

て選んだ状態で、3Dメニューから3Dパス図

形を選択し,基準になる図形をクリックするこ

とで同様の図形を作成することができます。

丸い断面

角が綺麗に出来る

基準になる多角形

四角い断面

基準になる補助線

作成例

基準になる図形を正確に書くことがポイント

です。

　【オーセブンCADに戻ってからの再編集について】

eE-Formerで作成した図形の中には一度オーセブンCADに戻ると3D多角形のグループにな

っている図形があります。3Dパス図形・回転体・多段柱体・柱体・錐体等がそれに当たりま

す。オーセブンCADに行かずにeE-Formerのデータ(sdd)で保存すると形式を保ったまま保

存できます。
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eE-Former

②-16 : パス複製

直線や曲線に沿って、図形を連続して複製す

る機能です。

造園レイヤの機能「連続配置設定」と似てい

ます。

複製する図形をドラッグし、Ctrlキーを押し

ながら補助線の上でドロップすると、パス複

製の設定画面が出てきます。

メニューを使用する場合は対象の図形をすべ

て選んだ状態で、編集メニューから「3Dパス

複製」を選択し、基準になる図形をクリック

することで同様の図形を作成できます。

作成例

配置間隔：

図形同士の隙間の設定です。
隙間の設定

回転角度

並び順の設定

基準線自体の位置調整

図形の総数指定や、
パターンを作る場合

基準線に対する図形位置

複製する図形(複数可)

基準になる補助線

OKを押すと図形が作成されます。

作成した図形は「グループ」になっています。

「グループ解除」すると手動で微調整出来ます。

パスに沿って回転：

基準になる図形に垂直な角度になります。

回転角度：

角度を数値で指定できます。

均等割付設定：

図形の数を指定することが出来ます。

図形が1つの場合→入力個数が図形の総数。

図形が複数の場合→図形全部を1セットとして

入力個数分配置されます。

オフセット配置位置：

基準図形の位置を入力した数値分オフセットし

て図形配置をすることが出来ます。

図形の配置基準位置：

基準図形に対して図形のどの位置でそろえるか

を設定できます。

並び順の設定：

配置図形の順番を入れ替えたり、ランダムに配

置することが出来ます。
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eE-Former

　【多段柱体の図形形状について】

多段柱体を作成するとき複数の図形を選択します。選択した図形の形状が異なる場合、一番下

にある図形の形が基準になります。

②-18 : 多段柱体

補助線を軸にして選択した3D多角形が回転

する軌跡を図形にすることが出来ます。

大きさの違う複数の図形を基準にした柱体を

作成することが出来ます。

テクスチャのスムージング機能と併用するこ

とで分割数が少なくても滑らかな曲面が作れ

ます。

②-17 : 回転体

回転体はデータパレットで分割数・円弧角度

を編集できます。

角度指定で扇型も作れます

角の数を決定します

複数の多角形を同時に選択

図形②図形①

図形③

平面・立面を確認しながら各図形の位置を調

整します。

基準になる図形をすべて選択し、3Dメニュ

ーから多段柱体を選択します。

補助線と3D多角形を描き、3D多角形をCtrl

キーを押しながら補助線上でドラッグドロッ

プするか、3Dメニューから回転体を選択し

ます。

作成図形で回転体を選択し、OKを押すと回

転体が作成されます。

3D多角形(回転図形) 補助線(軸)

作成例

多段柱体を作成
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既製製品を編集する（図形を複製）

eE-Formerで既製製品の編集ができます。カーポートの柱を3本に編集してみましょう。

eE-Formerを起動します。

①　eE-Former起動

編集手順

②　編集作業

③　オーセブンCADへ戻す

好みの形に編集します。

編集した製品をオーセブンCADへ戻します。

eE-Formerを起動します。

①　eE-Former起動レイヤは「ユニット」

①-1：ユニットレイヤで画面に配置してあ

る編集したい製品を選択します。

①-2：「加工」メニューの「eE-Fomer」

をクリックします。加工

eE-Former
eE-Formerが起動します。
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既製製品を編集する

②-1：画面中央の「右」をクリックします。

画面詳細説明は「eE-Former」また

はデジタルマニュアルを参照してくだ

さい。

②-2：増やしたい柱の線をクリックします。

右から見た画面が大きく表示されます。

②-3：「オブジェクト」メニューで「グル

ープに入る」をクリックします。

グループに入る

オブジェクト

②-4：左図の状態になるまで

「②-2：柱の線をクリック」

→「②-3：「グループに入る」をクリック」

を繰り返します。

柱のみが表示される

柱と梁が表示された状態にします。

線をクリック

②　編集作業

好みの形に編集します。今回はすでにある

柱を利用して、柱を追加します。
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柱と梁が選択されます。

②-5：柱と梁を囲んで選択します。

ドラッグ

複製

編集

②-6：「編集」メニューで「複製」をクリ

ックします。

②-7：複製した柱の線をドラッグして配置

したい位置へ移動します。

同じ位置に図形が複製されました。

ドラッグ

少しだけ移動させたい時は「Shiftキ

ー」+「↑→↓←」で、数値が決まっ

ている場合は「加工」メニューの「移

動」で動かすことができます。

間違えた場合は、「Ctrlキー」+「Z」

で戻ることができます。

カーポート全体が表示されます。

②-8：「オブジェクト」メニューで「グル

ープを出る」をクリックし、「グループを

出る」が表示されなくなるまで繰り返し作

業します。

「グループを出る」のショートカット

は「Ctrlキー」+「 ] 」です。

グループを出る

オブジェクト

表示がグレーに

なるまでクリック

既製製品を編集する
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②-9：画面左上の「右」をクリックします。

画面表示が4画面に戻ります。

既製製品を編集する

②-10：画面中央の「上」をクリックしま

す。

上から見た画面が大きく表示されます。

２D図形を編集します。

拡大ツール
①-13：複製して増やした柱を拡大します。

柱が大きく表示されます。

②-11：複製して増やした柱を拡大します。

②-12：画面右上の「手描き四角形ツール

」を選択し、四角を描きたい対角の点をク

リックします。

四角形が完成します。
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既製製品を編集する

②-14：画面左上の「2D編集」をクリック

します。

２D表示になります。

②-13：描いた四角形を選択し、「編集」

メニューの「カット」をクリックします。

カット

ペースト（同位置）

②-15：メニューの「ペースト（同位置）」

をクリックします。

四角形が同じ位置に四角形が貼り付けられ

ます。

位置がずれた時は「Shiftキー」+「↑

→↓←」で動かして調整しましょう。
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オリジナル製品を作成する

eE-Formerでオリジナル製品の作成ができます。ベンチを作成してみましょう。

eE-Formerを起動します。

①　eE-Former起動

編集手順

②　作成

③　オーセブンCADへ戻す

好みの形を作成します。

編集した製品をオーセブンCADへ戻します。

eE-Formerを起動します。

①　eE-Former起動

①-1：何も選択していない状態で「加工」

メニューの「eE-Fomer」をクリックしま

す。

加工

eE-Former

eE-Formerが起動します。

位置がずれた時は「Shiftキー」+「↑

→↓←」で動かして調整しましょう。

レイヤは「ユニット」
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オリジナル製品を作成する

②-1：画面右上の「拡大ツール」をクリッ

クし、4画面左の平面図を拡大します。

②　作成作業

オリジナルの製品を作成します。今回はベ

ンチを作ってみましょう。

ベンチの平面図、立面図を良く見て作成す

る形をイメージしておきましょう。

平面図（ベンチ座面）

平面図（脚）

立面図（正面）

立面図（側面）

完成パース

ベンチの平面図、立面図を良く見て作成す

る形をイメージしておきましょう。

拡大しておくとこの後の作業がしやす

くなります。

②-1：画面右上の「拡大ツール」をクリッ

クし、4画面左の平面図を拡大します。

平面図を元にベンチの脚の補助線を描きま

す。

平面図（脚）

50 950

4
0

2
7
0

2
0

4
0
0
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オリジナル製品を作成する

②-4：配置した補助線を選択し、「編集」

メニューから「配列複製」をクリックしま

す。

②-2：画面左上の「補助線」をクリックし

ます。

②-3：画面左下の一覧から「直線垂直」を

「上」の画面へドラッグします。

縦の補助線が描けました。

左図のように補助線を描きます。

50 950 50

4
0

4
0

2
7
0

ドラッグ

配列複製

左図のように入力して「OK」をクリックし

ます。

間隔X：50個数：1

縦の補助線が2本描けました。

②-5：同様にあと2本補助線を配列複製し

ます。

50 950 50
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オリジナル製品を作成する

同様にして残り２つの補助線も描いてみま

しょう。

50 950

4
0

2
7
0

50

4
0

②-6：画面左下の一覧から「直線水平」を

「上」の画面へドラッグします。

横の補助線が描けました。ドラッグ

②-7：配置した補助線を②-4同様に配列複

製します。

補助線が描けました。

50 950

4
0

2
7
0

50

4
0

30



オリジナル製品を作成する

②-10：設定画面に柱体の高さを入力します。

②-8：画面左上の「３D編集」をクリック

します。

②-9：画面左下の一覧から「柱体」を「上」

画面の補助線枠内へドラッグします。

ドラッグ
グレーになった部分が柱体になります。

他の作業画面に柱体が表示されます。

３Dを設定し、ベンチの脚を作ります。

⊿H:400

②-11：同様に他の部分も作成します。
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オリジナル製品を作成する

梁の高さを調整します。

②-12：「上」画面で梁部分をクリックし

ます。

②-13：画面右端のデータパレットで左図

のように数値を入力します。⊿H:50

基準Z:350

梁が調整されました。

②-14：左図のように他3箇所も同じ設定に

します。

4
0
0

5
0
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図形に仕様を設定します。

オリジナル製品を作成する

②-15：「P」画面上の　　をクリックしま

す。

②-16：「上」画面で梁部分をクリックし、

画面下の「属性」→「クラス」→「オーセブ

ン」→「製品仕様」→「ウッド1」をドラッ

グします。

ドラッグ

属性

→クラス

→オーセブン

→製品仕様
「P」画面の色が変わります。

他の図形も同様に仕様を設定します。

仕様が設定されました。
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ベンチの座面を作成します。

オリジナル製品を作成する

②-17：画面左上の「補助線」をクリック

し、画面左下一覧から「多角形」を「上」

画面へドラッグします。

②-18：多角形補助線を左図のようにサイ

ズ変更します。

ベンチの形ができました。

ドラッグ

⊿X:1100

⊿Y：85

②-20：作成した図形を左図の設定で配列

複製し、脚の上に配置します。

②-19：「３D編集」の「柱体」を補助線内

にドラッグし、②-12～16の手順で下図の

ように設定します。

他の図形に重ならない場所で作成しましょう。

クラス：ウッド1

⊿H：20

基準Z：400

間隔Y：95
個数：3
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オリジナル製品を作成する

２D図形を作成します。

②-20：ベンチの座面の図形（4つ）を選択

し、画面上「編集」→「コピー」をクリッ

クします。

図形を選択

②-21：画面左上の「2D編集」をクリック

し、「編集」→「ペースト（同位置）」を

クリックします。

コピー

編集

ペースト（同位置）

編集

２D図形ができました。

　【平面図の色を変更するには･･･】

画面右上のデータパレットで　　をクリ

ックし、カーラーパレットから好きな色

を選択します。

元に戻したいときは

「Ctrl」キー+「Z」で取り消しが

できます。

線の色も同様に変更ができます。

面の色を選択線の色を選択
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作成した図形をオーセブンCADへ配置します。

②-22：画面右下の「OK」をクリックしま

す。

OK

②-23：カーソルの先に点線で図形の輪郭

が表示されます。配置したい位置でダブル

クリックすると画面上に配置されます。

オリジナル製品を作成する

ダブル

②-23：「いいえ」をクリックします。

外部データとして保存する場合は「は

い」をクリックし、名前を付けて保存

します。

作成したベンチが配置されました。
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